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『アイデア発想術』
· 社会の変遷と人間に求められる能力の変化
狩猟・採集社会 : 物(食料)を狩る社会

自然の影響大 → 労働集約型 → ●■■
農業社会 : 物(食料)を育てる社会

自然の影響大 → 労働集約型 → ●■■
工業社会 : 物を作って売る社会

自然/環境の保全 → 資本集約型 → ●■■■■
情報化社会 : サービスを売る、情報を売る社会

■■■■■ → ●■■■■■■■■■■■■
　　　　　 → ●■■■(■■■■■・知恵)
· 社会の変化
　「■■■■（しゅうしんこよう）」や「■■■■（ねんこうじょれつ）」といった組織の枠組みが無くなりつつあります。組織において、安定した地位を確保することを目的に仕事をしている人は、リストラの対象となっています。

　情報社会は■■■■■■■■■を活かし「問題点の■■とその■■■」「新たな考え方を生み出せる■■■」「アイデアを実現できる■■■」を持つ人にとって沢山のチャンスがある時代です。

· 情報社会で求められる能力と脳の切り替え
　このような社会で活躍する為には、■■■■■■■■■■■■■■が求められます。

　私たちが受けてきた小中高の義務教育は「言語で理解する」教育でした。また、問題に対して１つの答えがあり、それを記憶する。また、その答えを決まった方法により導き出すことを目的にした教育でした。

　これまでに私たちが使って来た脳の使い方では、これまでに存在しない新たなアイデアを生み出すことはできません。■■■■■■■■■■■■■■をする必要があります。
· 人間の脳の役割
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· 右脳の重要性
楽天株式会社 代表取締役会長兼社長 三木谷浩史氏

「ビジネスというと綿密にプランを立てて行動する印象がありますが、意思決定をする上で、私は■■■■■■■■■■■■■■を非常に大事にしています。■■■■■■■■■■■■が備わっているといわれていますが、経営においても優れた判断は直感やイメージする力をもつ右脳からくるものだと思っています。」

棋士 羽生善治名人『ＮＨＫサイエンスゼロ』

羽生名人と一般人の脳の活動をリアルタイムに計測しながら対局してもらう企画。

一般人は左脳が活発であるのに対して、羽生名人は右脳が活発に活動していることがわかりました。羽生名人は駒を指すときに、「相手がこうきたら、こう打つ」と論理的（左脳）に考えるのではなく、「なんとなくここに駒を指せばこちらが有利になるな」と■■■■■■■■■■■わけです。
· 人間の思考１
人間の思考には、「■■■■（はっさんしこう）」と「■■■■（しゅうそくしこう）」の２つがあります。

この２つをはっきり区別し、効果的に「思考」する必要があります。

「発散思考」（■■■■・■■■■■■■■・■■■、等）

　発散思考はアイデア発想において、■■■■■■■■■■■■、■■■■を追求しよう、という場合にもちいる思考です。

　これは、アイデア発想における初段階です。「手当たり次第メモする」のがポイントです。また、くだらないアイデアでもかまいませんし、それらを「これは良くないかも」といった判断・批評を行わないで思考しつづける訓練をしましょう。さらに、アイデア同士を組み合わせたり、発展させることも重要です。
· 人間の思考２
「収束思考」（■■■・■■・■■・■■■、等）

　収束思考はアイデア発想において、発散思考で得られたアイデアに対して、■■■■■■■■■■■■■■■■■■時に用いる思考です。

　この発想をもちいたアイデア発想は、第二段階と言えますが、この際、くだらない「おもいつき」を捨て、良いアイデアだけをまとめたり、全体をみて、本来のテーマからはずれていないかどうかを判断したります。また、「わかりやすい」言葉に修正したり、「客観的」に理解できる内容にし、まとめる作業を行うことが重要です。
· アイデア発想と問題解決の関係
世の中に受け入れられるサービスを提案するには、新しいアイデアを発想する必要があります。新しいアイデアを出すのは難しいことですが、■■■■■■■■■■■■■■■■■■、という視点でアイデアを発想する方法が良いとされています。
[image: image5.wmf]
· アイデア発想の流れ
1 . ■■■を明確にする
　（テキストによる遠隔コミュニケーションは感情を伝えにくい） 

 2 . 関連のありそうなものを■■■■する

　（メール、チャット、エモティコン）

 3 . 沢山の■■■■■■■

　（ノンバーバル要素が主、身振り、表情、声のトーン）

 4 . 仮説

　（ノンバーバル要素を、遠隔コミュニケーションに導入できないか）

 5 . ■■■■A

　（表情）

 6 . 発想因子B

　（アルゴリズムによる微調整）

 7 . ■■■■！

 8 . 問題解決へ

　（表情アイコンツール）

 9 . 立証

　（プロトタイプの作成とアンケートの実施）

10 . アイデアの■■■

　（操作インタフェースの開発／表情融合機能）

11 . ■■■■■■■■■■

· 発想法
■■■（はっそうほう）は、■■■■あるとされています。
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これらの発想法は、あくまで■■を「■■（しえん）」するだけです。現状に無い■■■■■■を見つけたい、■■■■■■■■■■■■場合などに、役立てるものです。
· 「会議」とは
日本社会で無駄なモノの筆頭にあげられるのが「会議」です。

通常の会議で良くある発言

「やったことがない」（前例至上主義）

「まず無理だね」（不可能前提論）

「お金がない」（超現実路線）

「どうやってやるんだ」（意欲根絶宣言）

「失敗したらどうするんだ」（事前責任追及派）

会議の目的は、

「■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■」です。

新しい考え方やアイデアをつぶす発言は控えましょう。
· ブレーンストーミング法（集団発散型自由連想発想法）
■■■■（■）■■■■■■（■）法は、■■■■■■■■■■■■です。会議の構成員が自由に、上下の区別なく発言する、つまり「むずかしいことは後にして、人を楽しませるようなことを、気楽にしゃべってみよう」という発想法。一人でも可


ポイント：高揚した気分で楽天的に、具体的なテーマで行う。

　　　　　リーダーが計画的に会議の進行を図ると良い。
· ■■法
ブレーンストーミング法などで発想された■■■■■■■■■■■■■■並べ、それらの■■■■■■■■■■■■■■■■していく手法です。情報の組み合わせにより新たな意味を発見し、アイデアを収束させることもできます。

ブレーンストーミング法では批判（判断）をしませんでしたが、KJ法ではアイデアを収束する（まとめる）ものなので■■■■■■してかまいません。その上でグルーピングを行います。KJ法では丹念に何度も、アイデア同士の関連を読み込みますので、■■■■■■が見えてくることになります。
· KJ法の具体的なやり方
１．名刺程度の大きさの■■■を準備する。

２．思いついた■■■■■■■■■■■■■■■■。（30字以内）

３．床一面に■■■。

４．一枚一枚のカードの相互の繋がりを一つずつ検討する。

５．■■■■■■■■■■■■■■■。（先入観でグループ化しない。）

６．カードを■■■■■■■■■・系統化。削ったり加えたりする。

７．次第に構造を作り上げ、配置を検討、整理する。

８．必要に応じて■■■■■■や、■■■■■■■等を加える。

９．最期に■■■■■■■■■■■■する。
· チェックリスト法
あるアイデアに関して、チェックリストに基づき、

■■■■■■を行ってみる手法。


· チェックリスト法の具体例
・他の方法はないか？　　　・アレンジできないか？　　・インパクトを強く

・応用できないか？　　　　・逆転できないか？　　　　・葛藤を激しく

・修正できないか？　　　　・縮小できないか？　　　　・目的を明確に

・楽しくできないか？　　　・お笑いにできないか？　　・ラストに余韻を

・入れ替えできないか？　　・リアルにできないか？　　・簡潔にできないか？

・代用できないか？　　　　・近いものはないか？　　　・昔に戻ったら？

・切り捨ててみたら？　　　・分割してみたら？　　　　・未来だったら？

・システム化すれば？　　　・除いたら？　　　　　　　・濃縮できないか？

・結果を連想（因果関係）　・もっとよくならないか？　・欠点を活かせないか？

・無駄を削れないか？　　　・新しくできないか？　　　・古くできないか？

・似たものはないか？　　　・置き換えられないか？　　・結合できないか？

・変更できないか？　　　　・意味を変更できないか？　・再配列できないか？
· アイデア100連発法（アイデアを発想する訓練）
１．通学・通勤時間など、アイデア発想タイムを設ける

２．テーマに沿って、あらゆる連想を働かせる

３．ダジャレやこじつけなど楽しみながら発想する

４．アイデアは強制的に100個と決め、でるまで集中する

　10や20であれば、自然にアイデアがでてきますが、それ以降は難しいものです。しかし、■■■■■■■■■■■■■■■■■■と言えます。

　時間を制限して、一気に集中してアイデア発想することがポイントです。
· スーパーヒーロー発想法
これは■■■■■■■■■■■■■■■■、その視点で企画を立て、アイデアを発想する方法です。なりきるとは、すなわち「■■」■■■■ということです。■■■■■■■■■■■■■■■■、といった自分の持たない発想を行うことが可能です。
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· ドローイング発想法
　言葉であれこれ考えずに、■■■■■■■■■■■■■■■■■■■手法です。

これは、イメージを助けるために描くものなので、ラクガキでかまいません。また、だれかに見せるものでもないので、■■■■■■■■■■■■■■■。さらに言えば、絵が下手であることにより、意外性のある絵が描け、そこから新たな発想が湧くこともあります。

　ちょっとした「おもいつき」のイメージや、描いた「■■■」のもつ■■■から、アイデアを引き出して利用するのがドローイングによる発想法です。
· ひらめく為のアイデア記述「メモ」
とにかく、■■■をつけましょう。■にでもかまいません。■■■■にでもかまいません。■■にでもかまいません。日常生活で思いついたものを、自分だけがわかる形式で書き留めておきましょう。書くことで、脳の記憶部位にスペースを作ることができ、新たな発想ができるようになるとも言われています。

　また、アイデアを出したい場合には、■■■■■■■■ようにしましょう。■■■■■■■■■■■■します。また、ひらめいたことを書くのではなく、■■■■■■■■■、といった考え方もあります。

　書くことで、考えるべきこと、調べるべきことが見えてきますし、書くことで、考えが具体化します。次の展開や、修正、追加、削除すべき点も見えてきます。
· 日常生活から、知識・イメージを吸収しましょう
アイデアマンは、無から色々なアイデアを思いつくわけではありません。日頃からモノや人や流行や時代性といったものを意識的にみているのです。

・ ただ意味もなく、日常を生きないでください。

・ ■■■■■■、すべてに目を向けてください。

・ ちょっと■■■■■■■■に注目してください。

・ ■■■■■■■■■■■■姿勢を保ってください。
· まとめ
「■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■。」

と言われています。

・ ■■■■■■■■ ＝ アイデアのストック

・ 知識の蓄積 ＝ ■■■■■■■■■■■■

上記の２つを行い、■■■■■■■■■■■■■■能力が、

■■■■■■と言えます。






考え方の基本


（１）■■（はんてん） ………… 逆・反対を考えてみる


（２）■■（こちょう） …… ある性質をエスカレートさせてみる


（３）■■■■ …… 別の角度から考えてみる


（４）■■ ………… 似た性質の考え方はできない


（５）組み合わせ … 異質なアイデアと組み合わせてみる








ブレーンストーミングの４原則


１．批判厳禁（■■■■■■■■■■■）


２．自由奔放（■■■■■■■■■■■）


３．大量発想（とにかくたくさんのアイデアを出す。■■■■）


４．結合改善（アイデアを■■■■■■■■、発展、飛躍させてよい）





■■■■■■■■■・類推


（言語以外にかかわる思考）


記号・イラスト・シンボル





■■■■■■■■■■■■


（主に言語にかかわる思考）


文字・文章











